
SEEC
Super-sonic Exploration Equipment for Concrete

コンクリート等探査用広帯域超音波探査機
国土交通省施設点検支援技術性能カタログ掲載
広帯域超音波による橋梁基礎の洗堀の計測・モニタリング技術 BR030023－V0020

D45, 表層かぶり60mm, 配筋ピッチ250mm

1 層目

2層目

3層目

■主な探査項目
❶有筋無筋コンクリートで
　探査距離10ｍ以上。
❷コンクリート内部状況、構造探査。
　不明な版厚の測定。

❸補強鉄板や繊維シート上からの
　内部探査が可能。
❹鉄板や繊維シートの密着状態の探査。

❺地中およびコンクリート内埋設管探査。

❻地中空洞探査、土質境界探査。（最大6ｍ程度。土では土質の変化点探査可能）
❼割れ深さ測定。最大 2.5ｍの測定実績。

❽2層以上の鉄筋位置探査、鉄筋深さ測定。

探査可能な材料：発泡コンクリート、
高流動コンクリート、耐火煉瓦、
石膏ボード、石材、シリコン樹脂、
鋳鉄管、マンガン鋼等各種金属、
発泡スチロール、塩ビ菅、木材、等。

※接触媒質跡。
超音波の入射効率を改善するために、
接触媒質のソニコートを使用する。

人体に影響はなく、水溶性で、塗布跡は 1週間程度で消える。

腐食した鉄板からの背面探査
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構造不明な橋台の探査例
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波形の変化点（反射エコー）から構造の境界を、
波形の周波数等から密度差を読み取り、
構造物の境界と組成をそれぞれに決定する。
鉄筋構造物でも1層目の鉄筋を避けて探査可。
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■広帯域の超音波 (0.2～1.5MHz) を10～100 回連続発振し、得られた反射信号をAD変換して加算平均 / 発振探触子に高周波発振
回路、受信探触子に初段増幅アンプを内蔵 /鉄筋からの反射波形を識別表示（特許申請中）/ ＡＣ100V又は充電式リチウム電池　駆動
（約7 時間）/ 探査機本体とノートPCはLAN接続（通信距離約10ｍ）/ 探触子は防滴構造 /水深30ｃｍ程度の探査可能
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古い橋台下の洗堀探査。測定波形の
振幅と周波数から、対象の密度を
良好な順に「緑」「青」「赤」の
3 段階に区分。

実際の構造断面図 (A2) に
スケールと測点をあわせた図が右。
A測点はC測点より状態が悪く、
洗堀が疑われた。
内部にクラックの存在が疑われる。

調査の後ボーリングが実施され、
洗堀が確認されている。

■探査事例①

クラックの疑い

クラックの疑い

クラックの疑い

■探査事例②

2ｍのスラブ下の空洞探査例。
スラブ上のタイル表面からの測定。
浮いているタイルでは
測定できないので、
打音で確認し、判別して測定した。
右図の白い区画は浮きタイルである。

単純な空洞ではなく
水が充満していると考えられ、
部分的に水が接触していると
想定される箇所もあった。

測点ごとに空洞の状況を区分し、
表示した図が右である。


